
「
空
海
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
ま
で
　
わ
れ
わ
れ
は
何
を
め
ざ
し
て
海
を
渡
る
の
か
」

　

本
書
は
聖
徳
太
子
の
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
日
本
人
に
よ
る
留
学
に
つ
い
て
、

私
達
が
歴
史
教
科
書
の
中
で
は
得
ら
れ
な
い
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
み
、
ど
の

世
代
に
も
分
か
り
易
く
解
説
し
て
い
る
。
読
み
進
め
て
い
く
中
で
、
読
者
は
日
本
人
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
誇
り
を
深
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
が
他
の
大
陸
諸
地
域
の
文
化
文
明
を
積
極
的
に
導
入
し
よ
う
と
、
留
学
生
を
派
遣

し
て
き
た
歴
史
の
流
れ
に
は
、
三
つ
の
「
波
」
が
あ
る
と
い
う
。
第
一
回
が
「
古
代
―
奈

良
朝
、
平
安
初
期
に
、
中
国
の
隋
・
唐
王
朝
の
文
明
の
中
心
で
あ
っ
た
長
安
へ
人
を
派
遣

し
て
き
た
時
代
」、
第
二
回
が
「
江
戸
時
代
、
特
に
幕
末
か
ら
明
治
維
新
を
挟
ん
で
明
治
に

か
け
て
、
近
代
化
し
た
西
欧
諸
国
に
追
い
つ
く
こ
と
を
目
指
し
た
時
代
」、
そ
し
て
第
三
回

が
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
民
主
主
義
、
文
系
学
問
、
言
語
の
習
得
に
、
ア
メ
リ
カ
を

中
心
に
留
学
生
が
海
を
渡
っ
た
時
代
」
で
あ
る
。

　

第
一
章
「
古
代
編
」
で
は
、
遣
隋
使
（
六
〇
〇
年
―
六
一
四
年
）、
遣
唐
使
（
六
三
〇
年

―
八
九
四
年
）、
そ
し
て
遣
明
使
（
一
四
〇
一
年
―
一
五
四
七
年
）
が
中
国
大
陸
に
渡
っ
た

時
代
が
描
か
れ
て
い
る
。
か
の
小
野
妹
子
も
聖
徳
太
子
の
国
書
を
携
え
て
遣
隋
使
に
参
加

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
使
節
が
日
本
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
当
時
ど
の
よ
う
な
船
で

大
陸
に
人
々
が
渡
っ
た
の
か
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
章
「
江
戸
時
代
・
幕
末
編
」
で
は
、
国
内
に
お
け
る
「
遊
学
」「
他
国
修
行
」
の
話

か
ら
始
ま
り
、
遊
学
の
聖
地
で
あ
っ
た
長
崎
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、 

幕
末
の
一
八
五

三
年
に
黒
船
が
浦
賀
に
や
っ
て
き
た
後
、
人
々
が
外
国
へ
の
強
い
興
味
関
心
を
持
っ
た
世

の
中
の
様
子
が
生
き
生
き
と
写
し
出
さ
れ
て
い
る
。
松
下
村
塾
で
次
の
時
代
を
担
う
人
々

に
影
響
を
与
え
た
吉
田
松
陰
、
倒
幕
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
坂
本
龍
馬
、
中
濱
万
次

郎
（
通
称
・
ジ
ョ
ン
万
次
郎
）
の
幕
府
に
お
け
る
役
割
、
欧
米
人
お
よ
び
欧
米
に
渡
航
し

た
者
た
ち
が
次
々
と
攘
夷
―
暗
殺
の
標
的
に
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
多
く
の
逸
話
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
「
明
治
編
」
で
は
、
留
学
を
体
験
し
た
人
々
が
次
々
に
活
躍
し
た
時
代
が
描
写

さ
れ
て
い
る
。
明
治
年
間
で
二
万
人
に
及
ぶ
留
学
生
が
近
代
国
家
・
富
国
強
兵
国
家
建
設

の
た
め
に
海
を
渡
り
、
当
時
の
文
部
省
予
算
の
三
分
の
一
が
留
学
生
支
出
に
充
て
ら
れ
て

い
た
と
い
う
話
に
は
驚
く
。
ま
た
、
一
〇
七
名
が
欧
米
を
渡
っ
た
岩
倉
使
節
団
（
岩
倉
具

視
、
大
久
保
利
通
、
伊
藤
博
文
、
木
戸
孝
允
、
勝
海
舟
、
福
沢
諭
吉
ら
が
参
加
）
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
興
味
深
い
の
は
、
使
節
団
は
女
子
五
名
を
含
む
六
歳
か

ら
二
十
代
の
留
学
生
四
十
三
名
を
世
界
各
地
に
派
遣
し
、
十
年
計
画
で
留
学
先
に
滞
在
さ

せ
た
と
い
う
話
だ
。
そ
の
留
学
生
達
は
帰
国
後
日
本
に
多
大
な
貢
献
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
女
子
の
一
人
は
、
後
に
津
田
塾
大
学
の
創
始
者
に
な
る
津
田
梅
子
だ
。
ま

さ
し
く
近
代
女
子
教
育
の
幕
開
け
で
あ
る
。
他
に
、
軍
関
係
（
東
郷
平
八
郎
な
ど
）、
音
楽

（
滝
廉
太
郎
な
ど
）、
文
学
（
森
鴎
外
、
夏
目
漱
石
な
ど
）、
医
学
、
美
術
な
ど
、
実
に
多
く

の
分
野
で
明
治
政
府
が
留
学
生
を
排
出
し
て
い
た
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

　

第
四
章
「
大
正
・
昭
和
編
」
で
は
、
大
正
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
戦
後
に
か
け
て
留
学
の

熱
が
衰
え
た
時
代
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
時
代
の
異
色
の
留
学
生
と
し
て
、
レ
ー
ダ
ー
を

開
発
し
た
八
木
秀
次
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
で
あ
っ
た
山
本
五
十
六
、
そ
し
て
ナ
チ
ス
か

ら
ユ
ダ
ヤ
人
六
千
名
を
救
っ
た
と
さ
れ
る
杉
原
千
畝
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
後
に
米

国
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
制
度
に
よ
る
留
学
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

や
歴
代
総
理
大
臣
達
の
留
学
経
験
に
つ
い
て
も
詳
し
く
触
れ
て
い
る
。

　

最
終
章
は
「
現
代
の
留
学
―
勉
強
の
で
き
な
い
子
は
い
か
に
し
て
学
ぶ
か
」
と
い
う
章

題
が
付
け
ら
れ
、
作
者
の
勤
務
す
る
予
備
校
と
米
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
と
の
提

携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
ち
上
げ
の
記
録
と
、
教
員
達
と
学
生
達
に
よ
る
留
学
準
備
か
ら
卒
業

す
る
ま
で
の
挑
戦
、
葛
藤
、
成
功
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
現
状
で

学
力
が
低
い
の
は
か
ま
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
ガ
ッ
ツ
の
あ
る
子
、
ヤ
ル
気
が
あ
る
子
を
送
っ

て
下
さ
い
。
ガ
ッ
ツ
や
ヤ
ル
気
は
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
ま
せ
ん
。」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

レ
ッ
ジ
の
学
長
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
遣
隋
使
の
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
日
本
人
が

留
学
と
い
う
も
の
に
求
め
ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

丹
羽
健
夫
著

『
留
学
と
日
本
人
』

名
古
屋
外
国
語
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年

高
橋 

直
子
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